
ベトナム研修の使⽤⾔語

フィールド研修中は、ベトナム語と⽇本語の通訳が同⾏しますが、訪問先の施設において英
語での討論を⾏う場合があります。

⽇程

8⽉11⽇ （⽕）〜9⽉18⽇（⾦）：オンデマンド講義視聴
9⽉初旬（調整中) 18:00-19:30：事前Zoomミーティング （※参加任意）
9⽉19⽇（⼟）：集合研修（プロジェクト計画⽴案演習［PCM演習］）
9⽉20⽇（⽇）：出発（成⽥→ハノイ）、移動（ハノイ→フート省）
9⽉21⽇（⽉）：医療施設視察
9⽉22⽇（⽕）：医療施設視察、プロジェクト⽴案実習
9⽉23⽇（⽔）：医療施設視察、プロジェクト⽴案実習
9⽉24⽇（⽊）：医療施設視察、プロジェクト⽴案実習
9⽉25⽇（⾦）：プロジェクト⽴案実習、プレゼンテーション、修了式

移動（フート省→ハノイ）
9⽉26⽇（⼟）：医療施設視察、⾃由⾏動、深夜便で帰国（ハノイ→成⽥）
9⽉27⽇（⽇）：朝、⽇本着・解散
＊スケジュール、視察先等の詳細は変更の可能性があります

場所

国内講義 ：オンライン／オンデマンド
国内計画⽴案演習 ：JIHS国際医療協⼒局
ベトナム実習 ：ハノイ、フート省（ベトナム）
修了式 ：フート省（ベトナム）［オンラインでJIHS国際医療協⼒局と中継］

募集⼈数・参加費⽤

募集⼈数：12名程度（書類選考により決定）
参加費⽤：36万円 (研修に係る旅費、宿泊費（朝⾷込み）、教材費および諸経費を含む)
＊成⽥空港までの交通費および研修期間中の⾷費等の⽣活関連費は、別途⾃⼰負担となりま
す。
＊全⽇程に参加した⽅には修了証を発⾏します。

応募資格

v 国際保健医療協⼒業務の経験の有無を問わず、今後何らかの形で国際保健医療協⼒に携わる
ことを希望する者

v 原則として、社会⼈としての実務経験を概ね2年以上有する者（業種不問）
v 上記の実務経験に満たない⼤学院⽣等については、その他の条件等を考慮の上、参加の可否

をJIHSが判断する
v ⼼⾝ともに健康である者
v ⾼等学校卒業程度の英語⼒を有する者
v 2026年9⽉末⽇時点で、パスポートの有効期限が6か⽉以上残っている者
v 参加決定通知後１週間以内にパスポートを提出できる者（期限内に提出できない場合、参加

をお断りする場合があります）。

参加申込にあたる注意事項
1. ⼊⾦後の受講者都合によるキャンセルについては、返⾦できない場合がございます。
2. 研修実施時点のベトナムおよび⽇本の出⼊国要件を満たさない場合は、渡航または帰

国ができない可能性があります。その場合、追加費⽤や時間的負担等が⽣じる可能性
があります。

2026年度 JIHSグローバルヘルス・フィールドトレーニング 募集要項

Ø 受講者の決定
書類選考により決定し、その結果は書⾯にて本⼈宛に 通知します。

Ø 参考資料
2025年度報告書
https://kyokuhp.jihs.go.jp/library/kensyu/PDF_JPG/202511_fie
ldtraining_report.pdf

Ø 応募申込
Step１：「お申込み」ボタンより必要事項を⼊⼒し、送信
Step２：⼊⼒したメールアドレス宛にメールが届きます
Step３：以下の書類を作成の上、メールに添付して提出（申込完了）

① 応募申込書 [ 様式1]
② 応募の理由・動機・応募に⾄る経緯 [ 様式2]

締切：2026年 7 ⽉ 10⽇（⾦）＊定員に達し次第締切

概要：現地で課題解決に向けたプロジェクトを⽴案する

国⽴健康危機管理研究機構（JIHS）国際医療協⼒局は、⽇本を代表する国際保健医療協⼒
の拠点として、低・中所得国の医療や保健衛⽣の向上を図るため、世界保健機関（WHO）、
外務省、国際協⼒機構（JICA）、および国⽴病院機構などと連携し、技術⽀援や低・中所得
国からの研修員の受け⼊れなどを⾏っています。さらに、国際保健医療協⼒を担う⽇本⼈の
⼈材育成にも⼒を⼊れており、グローバルヘルス・フィールドトレーニングもその取り組み
の⼀つです。

本研修は、ベトナムの現地保健医療事情を把握するとともに、現地の関係者とともに
課題解決のためのプロジェクトを実際に考案することを⽬標とした実践的な研修です。

研修では、まず専⾨家指導のもと、問題解決⼿法であるProject Cycle Management 
(PCM)の演習を通じて、理論と⽅法を習得します。その後、ベトナムに渡航し、現地の医療
機関の状況を把握するとともに、⽇本側のみならずベトナムの医療機関の関係者と協働し、
Project Design Matrix（PDM）に基づいたプロジェクトを⽴案する演習を⾏います。さら
に、⽴案したプロジェクトについては、現地関係者および⽇本の専⾨家の前でプレゼンテー
ションを⾏いフィードバックを得ることで、より質の⾼いプロジェクトへと発展させます。

本研修は、単なる現地視察にとどまらず、現地関係者と協働して課題解決のプロジェクト
を⽴案する⾮常に実践的な内容です。また、国際的な活動フィールドを有するJIHSのネット
ワークを⼗分に活⽤した構成となっています。

https://kyokuhp.jihs.go.jp/library/kensyu/PDF_JPG/202511_fieldtraining_report.pdf
https://kyokuhp.jihs.go.jp/library/kensyu/PDF_JPG/202511_fieldtraining_report.pdf

